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本・カフェ 大 洋 堂 書 店
☎ 042-
381－2148

小金井インフォメーション

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 － 1 5 － 1 1

ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

松本寝具株式会社

あ な た の 街 の で ん き や さ ん

東 町 ２ - ３ １ - ６ ☎ 0 4 2 2 - 3 ２ - 1 2 7 3

ニノハシ生活彩館

思い出作りのお手伝い デジタルプリント、ＤＰＥ

（有）フォトリバース

小金井市東町４-３７-２２ ☎ 042-381-4874

小金井市東町2-24-17

電話:0422-32-5071

就労継続支援Ｂ型

希望の家

ＮＰＯ法人福祉会
希望の家
障がい者総合支援法

あ な た の 街 の 便 利 屋 さ ん
有限会社ブライト

H P ht t p: / /t e am - br ig h t. c om

☎ ０ ４ ２ － ５ ３ ８ － ２ ５ ８ ５ E－MAIL info@team-bright.com

◎『市政レポート』「小金井市長選挙・市
議会議員補欠選挙 報告号 西岡市長が再選
･･･問われる行政手腕と公約実現」他(2019
年12月26日)/発行:村山ひでき事務所(みら
いのこがねい会派)/問042-386-5543
◎『まっさき通信 Vol.86 2020.01』「小金
井市がプレスリリース『市の高齢者福祉委託事
業に係る個人情報の盗用』」他(2019年12月29
日)/発行:公明党北多摩第二総支部 小林まさ
き励ます会/問070-6947-6078
◎『沖浦あつしNEWS vol.24』「東京2020オ
リンピック・パラリンピックの年」他(1月6日)
/発行:小金井の明日をつくる会/問042-383-8411
◎『噂のこがおもマガジン VOL.93』「小金
井市政総予測！ 2020年、小金井市はココに注
目!?」他(1月7日)/発行:小金井をおもしろくす
る会(白井亨/水谷多加子市議)/問042-387-9947

市議発行物

小金井市は15日から課税（非課税）

証明書、戸籍謄本・抄本、戸籍の附票の

コンビニ交付サービスを開始する。すで

に取得可能な住民票等を含め、利用者に

とって利便性が向上しそうだ。

自治体にとってもコンビニ交付には窓

口業務軽減などの利点があるとされるが、

一方で地方公共団体情報システム機構へ

の負担金やコンビニ事業者等への委託手

数料が経費として発生する。

１通当たりの発行経費は、「人口１万

人強の自治体で年間発行が100通台の場

合、約３万1500円。人口100万人超（年

間10数万通発行想定）の大都市で約1400

円程度」（読売新聞2016年５月12日）な

どと、一般に人口や発行数が多いほど経

費は割安だとされる。当然、人口が多く

とも利用者が低迷すれば経費は嵩む。

小金井市では、発行経費は「関連経費

の範囲分割が困難なため出せない」（同

市市民部）としているが、今回のサービ

ス開始で「窓口発行の約10％がコンビニ

交付になると想定。年間で戸籍証明書類

は1770通、課税等証明書は1600通」（同）

ほどと見込む。コンビニでの証明書類の

発行数増は確実のようだ。

経費削減に! ? 戸籍証明書もコンビニ交付

新 年 イ ベ ン ト 続 々 開 催

11日は第40回小金井市新春たこあげ大会、
12日は令和２年小金井市消防団出初式と新
春イベントが相次いで開催された。たこあ
げ大会では、たこ原画コンクール入選の大
北若奈さん（本町小５年）の表彰式（写真
左上）の後、参加者がたこ揚げを楽しんだ。

小金井市ごみ問題 13年かかって一定の解決に

日野、国分寺、小金井３市による可燃

ごみ共同処理施設が昨年12月から試運転

を開始し、小金井市の可燃ごみ問題も一

定の解決を見た。そこで本紙400号を機に

市のごみ問題について概括してみたい。

まずは、過去の経緯を時系列で振り返る。

2007年３月に二枚橋焼却場の処理が停

止してから13年もかかった（11年には

「ごみ処理費用無駄使い」と発言した佐

藤和雄元市長辞任というおまけつきで）

のはなぜか。「『自区内処理の原則』と

広域処理」（鄭智允、2014年自治総研通

巻429号）や「東京都小金井市における新

ごみ処理場建設場所をめぐる問題」（新

井智一、2011年地学雑誌）などは、廃棄

物処理施設の立地において最も重要なの

は住民合意への説明と討議の過程であり、

この期間の大半で市長であった稲葉孝彦

前市長の責任は重大だ、とする。①「自

区内処理」の原則にこだわり、市内「第

二工場」の見通しがないまま二枚橋の閉

鎖を決定した。②市民検討委員会に対し

二枚橋跡地購入は「政治生命をかけて、

責任を持って交渉する」とし続けた反面、

約束を破った。③広域支援要項改正のお

かげでごみ処理を他自治体に長期間頼る

一方、市民検討委員会の二枚橋答申を市

民参加による結論として都合よく使った。

小金井のごみ問題から何を学ぶか。今

後に生かす議論がさらに必要ではないか。

前市長の責任は重大

400号

記念特集

現在の二枚橋焼却場跡地。南側の調布市
クリーンセンターは2019年４月より本稼働1957年：小金井、調布、府中３市で二枚

橋衛生組合設立

1984年：老朽化により建て替え計画策定

2004年：建て替え断念、組合解散決定

2006年：ごみ非常事態宣言

2007年：二枚橋焼却場処理停止

2008年：市民検討委員会、二枚橋跡地を

答申

2010年：二枚橋跡地に建設決定

2011年：佐藤和雄元市長当選、辞任

稲葉孝彦前市長返り咲き

2012年：二枚橋断念

日野市長、共同処理施設建設表明


